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腫瘍随伴性皮膚病変としての多形慢性痒疹を合併した食道癌の1例
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内臓悪性腫瘍に随伴してみられる皮膚病変は,皮 膚悪性腫瘍症候群または腫瘍随伴性皮膚病変とよ

ばれている。このカテゴリーに属する皮膚病変は多彩な病変が知られているが,内 臓悪性腫瘍と同時

か,あ るいはそれに近い時期に発症し,悪 性腫瘍の経過と並行して変化するのを特徴とするが,そ の

病因は必ずしも明瞭ではない。今回,わ れわれは上記特徴を有する多形慢性痒疹を合併した食道癌の

1例を経験した。症例は69歳女性で,食 道癌の臨床症状が出現した時期に一致して,皮 疹の程度が増

強し,手 術とともに皮疹が消退し,食 道病変と皮膚病変とが極めてよく相関を示した。

本症例に見みられたparaneoplastic dermatosesとしての多形慢性痒疹の報告はわれわれが検索し

えた範囲では第 1例 目のものである。
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内臓悪性腫瘍に随伴してみられる皮膚病変は,皮 膚

悪性腫瘍症候群または腫瘍随伴性皮膚病変とよばれて

いる。腫瘍随伴性皮膚病変としては,黒 色表皮腫,皮

膚筋炎,Raynaud症 候群,環 状紅斑,皮 膚底痒症,肢

端角化症,Leser‐TrOlat徴候など,極 めて多彩かつ非

特異的でその発生機序も多岐にわた り依然未解明のも

のが多い1)。これらの皮膚病変は,港在 している内臓悪

性腫瘍 と同時に,あ るいは近い時期に発生し,悪 性腫

瘍の経過 と並行 して変化するのを特徴 とする。今回,

われわれは上記の特徴を有する多形慢性痒疹を合併し

た食道癌の 1例 を経験 したので,若 子の文献的考察を

加えて報告する。

症  例

患者 169歳,女 性.

主訴 :鴎下困難

既往歴 :昭和59年3月 頃より生じた慢性湿疹および

痒疹にて,同 年 6月 より本院皮膚科で,ス テロイ ド外

用,内 服および抗 ヒスタミン剤内服による加療を受け

ていた。

家族歴 :特記すべき事なし.

現病歴 t昭和63年 1月 頃より軽度の熙下障害を自覚

し,同 年 4月 からは水分摂取に際しても熙下困難をき
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たすようになった。3カ 月間で約15kgの体重減少を認

めたため,本 院第 3内 科を受診し諸検査の結果,胸 部

中部食道にらせん型の食道癌を認めた。手術 目的で昭

和63年 4月 28日に当科へ入院となった。なお,昭 和63

年 2月 頃より,ステPイ ド外用剤塗布にもかかわらず,

皮疹の程度は増悪してきた。

入院時現症 :体格,栄 養状態 とも中等度で,血 圧は

120/80mmHgで ,脈拍は78/分であった。眼験結膜,眼

球強膜に貧血,黄 痘はなかった。表在 リンパ節の腫大

も認めなかった。腹部は平坦で軟であ り,右 季肋下に

肝臓を 3横 指触知した.皮 疹は,孤 立性の丘疹ないし

結節,お よび苔癬化局面よりなり,前 者は四肢を主体

に後者は姫幹を主体に認められた。

入院時血液検査所見 :軽度の低 albumin血症を認

めるほかは,特 に異常所見は認めなかった。squamous

cell carcinoma抗原 は2,2ng/mlと 軽度上昇 を認 め

た。副腎皮質,髄 質機能 に も異常 は認 めなかった

(Table l).

食道造影所見 1胸部中部食道に全周性に,6cmの ら

せん型の狭窄が認められた。

腹部 computed tomography所見 :右副腎腫瘍を認

める他,特 に異常は認めなかった。

食道内視鏡所見 :門歯より約25cmの 位置 より全周

性の狭窄を認め,そ れより肛門側へは内視鏡は通過で

きなかった.出 血は認めずルゴール撒布では腫瘍 より
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Table 1 Laboratory tests at admission to surgery Fig. 1 Pathohistological finding of the skin
Hyperkeratosis, acanthosis, and inflammatory
mononuclear cell infiltration to the perivascular
resion in the reticular layer were observed and
diagnosed as "Prurigo chronica multiforme". (H.E.
stain. x 20)

RBC   396× 10与イ″1

WBC   7900ル 1

Hb    12 19イ dl

Ht    38 8%

Pit    40 4× 104/ri

COT      17 1U/1

CPT      71U/1

Alp      164 1U/1

LAP      65 1U/1

T  B 1    0  5 m g だ1

D  B i 1    0 . l  m g / d l

LDH     535 1U/1

/―GTP     81U/1

ChE     3306 1U/1

ZTT     l1 0 kunkel

T Cho1   209 mg/dl

BUN    ll mg湾 1

CRTN   09mgだ 1

145 3 mEq/1

40m駒 /1

108 1 mB1/1

6 6mg湾 1

3 0mg湾 1

92 mgだ 1

( 一 )

below 20 folds

0 7mg湾 1

5 0ng/ml

5 0ng/ml

2 2ng/ml

Na
K
cl

T.P
Alb
BS

LE test
ANA

CRP
CEA
AFP
SCC

口側 には非 染 帯 は認 め なかった。生 検 診 断 は,

squamous cell carcinomaで あった。

手術所見 :昭和63年5月 17日に,右 開胸開腹による

食道亜全摘術を施行した。皮膚病変部には,術 前より

抗生剤含有ステPイ ド剤による治療を積極的に施行し

たが,病 変の消退傾向はなく皮膚病変領域を含めての

皮膚切開を余儀なくされた。再建は大弯側胃管を用い

て後縦隔経路で行った。また術前の CT検 査,超 音波

検査で指摘された右副腎腫瘍は,大 きさは 3×3×3cm

の球形で,弾 性硬で,表 面は平滑,境 界は明瞭であっ

た。副腎摘出もあわせて施行した。肉眼的進行度は A3

Nスキ)PloMoRlCOでStage IV分であった。

組織的進行度は a3nOp10mOでstage IVのであ り,高分

化型の扁平上皮癌であった。ly(十 ),v(一 ),P4cm

Fig. 2 Skin changes fefore and/or after the operation
Prurigo chronica multifome was hard to control before the operation (in the leftl,
but rapid and remarkable improvement of this skin change was obtained after the
operation spontaneously (in the right).
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(―),D10cm(一 )のであった。副腎腫瘍は皮質腺腫で

あった.

皮疹の病理組織所見 !皮疹の病理組織所見は結節性

痒疹に一致するものであった。(Fig.1).

術後経過は危惧された創感染も認めず順調で,補 助

療法 としてコバル ト照射を左主気管文を中心に胸部上

下対向 2門 照射で計46Gy施 行した。また,bleomycin

を総量150mg,tegafulを 750mg連 日投与し,OK‐ 432

も併用した。皮膚病変は術前に比べ,術 後ステPイ ド

外用剤中断にもかかわらず漸次治癒傾向を示 した.写

真左が術前の皮疹で右が術後の状態である(Fig。2).

皮疹の程度を時間的に追っていくと,鴎 下困難が出現

した 1月 頃よりその程度が急激に増悪 し,手 術時を頂

点として術後急速に軽快 した。同年 7月 25日に軽快退

院し外来通院加療をしていたが,平 成 1年 6月 19日に

貧血,咳 嗽が増強し再入院 となった。 6月 25日の気管

支鏡では左主気管支に2/3周を占める腫瘍浸潤が認め

られた。 7月 16日に死亡した。なお皮疹の程度は変化

を認めなかった。

考  察

内臓悪性腫瘍 と関連する皮膚病変 としては,(Table

2)に示すように,種 々のタイプが見られるめ。が,本 症

例においては内臓癌の存在による中毒性,ア レルギー

性機序によって皮膚に発生した非特異的反応性皮膚病

変 と考えられた。

Table 2  Dermatoses associated、vith the visceral

malignant tumors

1. Dermatoses as same histological finding as the

visceral malignant tumor.

e.g., metastatic skin cancer

2. Non-specific reactive dermatoses caused by the

toxic or allergic mechanism on visceral malignant

firmors.

3. Dermatoses with closed relationship between the

visceral malignant tumors

e.g., acanthosis nigricans, dermatomyositis, sign of

kser-tr6lat

4. Dermatoses accompanied with the visceral mali

gnant tumor.

e.g., secondary amiloidosis to multiple myeloma

5. Dermatoses and the vicseral malignant tumors sim-

ultaneously caused by the intake of carcinogenic

agents or radiation.

e.g., Bowen's disease

6. Congenital paraneoplastic dermatoses.

e.g., Gardner syndrome Torre syndrome
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自験例の皮膚症状は,食 道癌に基づ く症状発現の 3

年 9か 月前の昭和59年 3月 に初発した。その増悪は,

症状出現の数か月前までは緩徐な増悪を,そ の後は急

激な増悪を示した。皮疹は手掌に初発し,漸 時四肢中

枢側に拡大 し,初 発 1年 以内に躯幹にまで拡大した。

初期は慢性湿疹様,次 いで苔縛化,痒 疹が加わ り最終

的に多形慢性痒疹様 となった。副腎皮質ホルモン剤の

外用には反応が悪 く,実 際上,そ のコン トロールには

ステロイ ド内服を必要 とした。食道癌摘出後の経過は

劇的であ り何ら加療を要せず,速 やかに消退した。上

記の点は,いずれも特徴的ないし特異的 と考えられた。

副腎腺腫 と痒疹 との因果関係は不明であるが,わ れわ

れが検索 したかぎりではその報告はなかった。

悪性腫瘍にみられた痔疹の報告は,皮 膚症状からみ

た場合,本 邦報告例237例中,結 節型が10例であり,痒

疹単独 としての集計はないものの,履 痔症および痒疹

としては,136例 中 4例 が報告 されているにす ぎな

い。.痒疹の基礎疾患 としては以前より自血病,Hodgi‐

kin病が知 られているが,最 近ほとんど報告例がない

ようである。.

消化器癌 (胃癌)に 随伴する痒疹 としては島貫 らの

報告つの 1例 を見るにすぎず,本 症例に見られた par‐

aneoplastic dematosisとしての多形慢性痒疹の報告

はわれわれが検索 しえた範囲では第 1例 目のものであ

る。

なお,本 論文の内容の一部は第144回近畿外科学会 (1988

年12月,京 都)に おいて発表した。
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A Case of CarcinOma of the Esophagus AssOciated with Prurigo Chronica

MultifOme as the ParaneOplastic Dematoses
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Skin disease ass∝iated with a visceral malignant tumOr is k■own as syndrome demato,tumorale or

paraneoplastic dermatosis.VariOus skin diseases in this category such as paraneoplastic dermatoses have been

reported,although the eti01ogy is nOt knOwn.The skin changes characteristically develop in synchrony with Or

around the time of appearance of the malignant tumor.The 69‐
year‐01d woman repOrted here revealed the

abovecharacteristics.Her skin disease was prurtt chrOnica multiforme and it was accOmpanied by advanced

esophageal cancer`Prurigo chronica multifOrme deve10ped rapidly in her limbs and bOdy concOminant、
vith the

progress of dysphagia,and faded gradually after esophagectOmy.This is the first report of prurlgO chronica

multiforme as a paranttplastic dermatosis ass∝iated with esOphageal cancer inJapan.
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